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しかわメモリ
｢い

｣は､現在東京などの大都市の

みで販売されていますが､今後は全国各地

画中｡いしかわメモリシリーズには､ブランドカや知

名度はありませんが､産地が協力することで､今後

に販路を拡大していきます.また絵柄の種琴を増や

すなど､商品バリエーションも充実させていきます｡

も顧客の感性をくすぐる伝統工芸新商品を生み出し

ていきます｡ 

伝統工芸と現代機器の融合という従来にない視 JAITの｢ ｣S 石川伝統工芸イノベータ養成ユニット

点から生まれた ｢いしかわメモリ｣ですが､3人は は､文部科学省が所管する科学技術振興調整費の地

今後もこの発想を活かし､石川の伝統工芸を多くの 域再生人材創出拠点形成プログラムのひとつで､｢伝

人にアピールし生活の中で使ってもらうために､パ 統工芸  MOTコース｣｢産地  MOT実践塾｣｢商品開

ソコンまわりの汀商品群の開発に取り組んでいく 発実践プDジ=クト｣の  3つのコ-スで､伝統=芸

そうです｡近日､漆を用いた ｢いしかわマウス｣､九 にイノベーションをもたらす人材を育成しています｡

谷焼の ｢いしかわマウスパッド｣がラインナップにカロ 今後の ｢石川伝統工芸イノベータ養成ユニット｣にも

わるほか､山中漆器アロマ､九谷焼アロマなども計 ぜひご注目ください｡

地域再生^柑朝出迎点のFF, 3ヴラL亡L.成プE 3

石川伝統工芸イノベータ養成ユニット事業は文部科学省 .科学技術振興調整費の地域再生人材創出拠点の形成プログラムにより

運営されています○同プログラムは大学の個性 .特色を活かし､地域産業の活性化や地域社会のニーズの解決に向け､地元で活躍し､

地域の活性化に貢献し得る人材を育成することを目的として､平成  18年度に創設されました○大学が地元の自治体と連携し､科学
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の助成を得て発行しておりますo
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｢い
しかわメモリ｣と名づけられた USBメモリは､

山中漆器モデルと九谷焼モデルの 2種類が

あります｡雑誌や新聞､ニュースで取り上げられて話題

になっているので､ご存知の方も多いのではないでしょ

うか｡

山中漆器モデルは紫陽花､蓄報など 18種類のデザ

インがあり､生地から塗りまですべて手作りの職人技に

こだわっています｡4Gと 8Gに対応し､販売価格は 

21, 1 ,000円から｡手鏡タイプの普及モデル (0500

円)もあります｡ 山中漆器モデル

九谷焼モデルは､九谷焼の伝統的な柄である｢紺地

桜｣｢吉田屋風実｣など 5種類があり､1G･2G･4

G･8GBに対応O販売価格は 1 ,0500円からとなっ

ています｡陶器の  USBメモリはこれが第 1号で､ずっ

しりとした質感が楽しめます｡

いずれもひとつひとつ丁寧に手作業で作っており､大

量生産できるものではありません｡存在感があり､手に

持つと温かみが感じられます｡芸術性が高く､オプショ

ンで名前や会社名を入れることもできるので､ギフトや

海外向けのおみやげにも最適です｡ 九谷焼モデル
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業種というよりむしろ正反対の業種である｢伝統 りました｡工作 ･電子機器設計製造の朝日電機製作所 

異 工芸｣と｢PC周辺機｣がなぜ融合したのでしょ (白山市旭丘)の砂崎友宏さん､茶道具で有名な道場

うか｡実は  JAITが開講している講座 ｢ 漆器店 (加賀市山中温泉)の道場順一さん､九谷焼製S 石川伝統工芸

イノベータ養成ユニット｣事業がきっかけだったのです｡ 造販売の青郊 (能美市佐野町)の北野啓太さんの 3人

｢石川伝統工芸イノベータ養成ユニット｣講座は伝統工 です｡

芸の新たな可能性を探り､伝統工芸の世界に革新を巻 ｢石川伝統工芸イノベータ養成ユニット｣に参加した

き起こす人材  (伝統工芸イノベータ)を育てるため､平 砂崎さんは､地元石川県の伝統工芸の危機的状況を知

成  19年度より開講されています｡伝統工芸産業に従 り､これを何とかしなければとの思いを持つようになり

事する作家や職人､問屋をはじめ､伝統工芸を支援する ました｡そして同じく講義を受けていた道場さんの ｢茶

行政マンや伝統工芸フアンの一市民も参加しています｡ 道具が高齢化市場になり売上げが低迷しているので､

この講座の講義を通して 3人の運命的な出会いがあ 若手市場を含んだ異なる市場を開拓したい｣との考え

に共感し､山中漆器の技術を利用した  USBメモリの開 現代的なポップな柄にせずに､あくまでも九谷焼らしい

発プロジェクトをスタートさせました｡ 伝統画風とするというところです｡特に苦労したのは､

伝統工芸 USBメモリは前例のない商品開発です｡ 焼くと縮まったり割れたりするなど精度の問題をクリア

また  USBメモリは重要なデータを保存し､持ち歩く電 すること､そして小さなボディに九谷焼の加飾をどう施

化製品であるということから､高い信頼性と実用性を備 すかという点だったといいます｡試行錯誤を経て完成さ

えなければならないという難しさがありました｡また漆 せた試作品  8個をテスト販売したところ､即完売｡全国

を一点ずつふいて磨き上げる本格的な山中漆器は､想 から引き合いが相次いだため､2008年 10月から本

像以上に時間とコストがかかるため､価格設定でも悩 格的に販売しています｡  
みがありました｡しかし商品を出展したギフトショーで

多くのバイヤーから｢美しいUと絶賛されたことで､砂
1ノ

崎さんと道場さんは商品の完成度に自信を持ったとい

います｡  

USBメモリの開発は違う工芸分野でも可能なので

はないかということで開発が始まったのが九谷焼  USB

メモリの開発です｡昭和  10年開票の青郊は､歴史画

風を生かした伝統的な九谷焼を数多く手がけています｡

特に盛絵の具を用いた表現を得意とし､独特の深みと

透明感を活かした日常食器を中心に制作しています｡

青郊の北野さんの思いは｢九谷焼の最大の特徴である

｢色彩美｣を食器やインテリア以外の分野に生かすこと

ができたら｣というところにありました｡こだわった点は､ 東京インターナショナル ･ギフト･ショーの展示コーナー

砂崎 友宏 さん 道場 順一 さん 北野 啓太 さん
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｢伝-統工芸は差別化された技術一. ご ち 普段考えていることを見える形に整虹 二- り 山中漆器の良さを若者にも知つ

と 2009年 2月 21日北陸MOT らいたいと思い､∪SBメモリを作る 理して時間を区切っていく事は､出

セミナー  2009で 1年5ケ月の振返 ことにしました○伝統的な文様を選 来て当たり前かもしれないけれど､

り発表をさせてもらいました.差別 ぴ､嚢でも難しい研ぎ出し蒔絵を気 できていない作業でした｡MOTの

化された技術を使う機会を頂き､私 がよる小さいボディに｢雰囲気を出 講義で九谷焼  USBメモリを制作す

自身心から感謝しています○これか せ｣｢情緒を出せ｣そして｢技を全部 ることで､計画的に実践するという事

らも石川県の伝統工芸を元気にする 出せ｣と腕のたつ職人を鼓舞して創 を学べたと思います｡今はこの勢い

ために､伝統I芸×T り上げましたo私から見ても自信を に乗ってどんどん形にしていきたいl分野で頼もし 


いイノベータ達と価値創造をしたい 持って世に出せる山中漆器の作品だ と思っています｡
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